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振り返れば、4年前の平成 20 年 10 月に「塩竈市立病院の今後のあり方審議会」として塩

竈市長に答申書を上程させて頂いたが、当時と現在の塩竈市立病院の経営状況を考えると

隔世の感を禁じ得ない。 

 

当時の審議会答申書によれば、「平成 19 年度末の財務状況は、政策的医療部分への一般

会計からの 3億 2,600 万円の繰入後で経常収支 2億 4,800 万円の赤字、累積不良債務 21 億

3,000 万円・・・（途中省略）・・・職員給与費比率 58.6％、病床利用率 80.1％（161 床換

算）となっており、未だ健全経営には至っていない」としている。 

 

これに対して、答申書で指摘された経営的課題に一つひとつ前向きに取り組んだ結果、

平成 23 年度は、職員給与費比率 52.9％、病床利用率 99.0％、経常収支は当院開設以来初

となる 317 万円の黒字に転じ、累積不良債務は 8,700 万円にまで圧縮され、計画通りであ

れば平成 24 度は不良債務解消の予定であるという。この背景には、塩竈市当局の財政的支

援と、何よりも市立病院関係者の並々ならぬ経営努力があったことが推察でき、そのこと

に敬意を表したい。 

 

本報告書では、外来単価や内視鏡検査件数、また震災の影響による紹介件数の伸び悩み

など、今後取り組むべき経営的課題を提示しているが、単に課題の提示に止まることなく

それらの原因を分析し、改善のための対策を示している。 

また、8頁では、医療機能に係る数値目標の達成状況推移のグラフを提示しているが、こ

の中で注目される指標は救急搬送受入れ患者数の急激な伸びである。平成 19 年度を 100％

とすると、平成 23 年度実績では 230％超となっている。 

これも当時の審議会答申書では、「平成 19 年救急車搬送の状況は、塩竈市内の医療機関

への搬送は全体の約 55％で 45％は市外への搬送であった。市内 55％の内、塩竈市立病院へ

は約 15％であった」としているが、塩釜地区消防本部の資料によれば、平成 23 年の救急搬

送は、市内自足率は 68.8％に増加し、市内 68.8％の内、当院への搬送は 25.3％に増加して

おり、市立病院職員の経営努力の成果を如実に示している。 

 

塩竈市立病院は、まだまだ解決するべき数々の経営課題を抱えているものの、当院が塩

釜地区二市三町の唯一の公立病院として、地域医療の充実、救急や訪問看護、さらに医師

や看護師など医療従事者の研修教育機関としての役割を全うし、地域住民から真に信頼さ

れる病院となるべく、今後も鋭意努力されることを望んで止まない。 
 
平成 24 年 8月 

 塩竈市立病院改革プラン評価委員会 
委 員 長  本  郷  道  夫 

「塩竈市立病院改革プラン」平成 23年度の評価にあたって 
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塩竈市立病院の改革プランへの取り組みは平成２３年度で３年目を迎えたが、現金収支で３年

連続の黒字、改革プランでの最大目標である経常収支で初の黒字を達成した。その成果について

は、高い評価の意見が大勢を占めたが、今後の課題として、継続的な経常収支での黒字を目指す

と同時に、公立病院としての使命の実践に向けて、更なる経営努力を期待する意見が寄せられた。 

以下に、評価時の資料と各委員から寄せられた意見を集約した。 

 

 

 

 

(1) 医業収益目標の達成状況の概要と評価 

平成 23 年度については、東日本大震災の影響により被災直後に患者数がかなり落ち込んだこ

とを受け、目標に対する大幅な収益低減が予測されました。 

 震災の影響により一時的に閉鎖される塩竈市内の医療機関の機能を当院が補完することも念

頭に置きながら、救急患者の受け入れを積極的に行うとともに、入院患者数を年間通じて安定的

に確保できるよう医師体制（学会出張など）の調整に留意しました。さらに経営健全化会議を中

心にさまざまな職種間で収益向上策を検討・実施してきた結果、入院収益については年間収益目

標の達成のみならず、前年度の入院収益額をさらに更新し、過去最高額を記録しました。 

 しかしながら、外来収益については年間収益目標を 6200 万円ほど下回る結果となりました。

震災以降、外来患者数が目標数を達成することが困難となっており、特に内科の患者数・診療単

価が目標を大きく下回っていることが要因と言えます。 

 

【入院】…年間収益目標額 15 億 7300 万円                 （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 数値目標の達成状況の概要と評価 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

18年度 91,414 106,955 108,691 84,671 86,697 81,385 90,988 98,352 106,503 100,188 96,601 98,273 1,150,718

19年度 101,846 119,204 109,459 104,859 116,880 112,633 116,547 109,651 107,780 108,197 112,785 108,714 1,328,555

20年度 97,624 101,352 107,048 116,602 122,339 113,916 124,099 121,043 125,382 127,394 122,367 129,640 1,408,806

21年度 131,994 129,703 127,243 117,922 121,535 126,634 127,741 127,243 133,584 134,652 132,583 143,366 1,554,206

22年度 123,509 122,059 138,891 143,403 126,096 122,083 132,216 134,126 134,899 134,748 132,140 134,285 1,578,455

23年度
目標

128,910 133,207 128,910 133,207 133,207 128,910 133,207 128,910 133,207 133,207 124,613 133,207 1,572,702

23年度

実績
138,062 121,238 133,920 148,427 142,021 130,459 139,086 144,911 142,669 131,688 124,473 116,006 1,612,960

目標差 9,152 △ 11,969 5,010 15,220 8,814 1,549 5,879 16,001 9,462 △ 1,519 △ 140 △ 17,201 40,258

達成率

（％）
107.1 91.0 103.9 111.4 106.6 101.2 104.4 112.4 107.1 98.9 99.9 87.1 102.6

前年差 14,553 △ 821 △ 4,971 5,024 15,925 8,376 6,870 10,785 7,770 △ 3,060 △ 7,667 △ 18,279 34,505

評価委員会委員による評価 
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【外来】…年間収益目標額 6 億 8500 万円                  （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（診療日数／18・19 年度･･･245 日、20・22 年度･･･243 日、21 年度･･･242 日、23 年度･･･244 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】 

① 救急患者の積極的受け入れなど、入院収益が過去最高額を記録したことは大変な努力の

結果であり、大いに評価できる。 

② 入院と外来を合わせた全体収益としては、大震災後の年度としては良く頑張ったと大い

に評価する。 

③ 入院収益の増については、病棟を守る看護部にも敬意を表したい 

④ 外来の収益減は肝臓専門医師の退職による診療単価の低下、震災の影響による患者数減

少が考えられる。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 外来収益減少の要因を分析し、対応を考え取り組む必要がある。 

② 病診連携推進による紹介患者数の増加に取り組む必要がある。 

③ 地域医療を担うべき立場にある市立病院として、地域ニーズに即した機能の充実を期待

する。 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

18年度 46,356 48,778 48,026 50,038 48,439 46,936 47,067 47,501 48,310 48,988 45,774 52,589 578,802

19年度 50,455 54,568 53,362 55,572 55,223 51,938 62,447 56,703 55,559 53,118 51,452 52,705 653,102

20年度 52,329 50,208 49,801 54,206 50,235 52,709 57,673 50,724 58,865 58,255 56,613 61,745 653,363

21年度 62,392 57,351 63,935 66,264 60,303 63,918 65,634 65,088 63,330 58,003 55,212 64,859 746,294

22年度 60,514 58,282 63,558 62,981 59,912 59,572 55,414 58,223 55,775 59,624 51,518 48,280 693,653

23年度

目標
56,140 53,333 61,754 56,140 64,561 56,140 56,140 56,140 53,333 53,333 58,947 58,947 684,908

23年度

実績
45,348 46,948 53,285 50,981 52,447 51,099 52,827 54,066 54,061 54,613 54,957 52,209 622,841

目標差 △ 10,792 △ 6,385 △ 8,469 △ 5,159 △ 12,114 △ 5,041 △ 3,313 △ 2,074 728 1,280 △ 3,990 △ 6,738 △ 62,067

達成率

（％）
80.8 88.0 86.3 90.8 81.2 91.0 94.1 96.3 101.4 102.4 93.2 88.6 90.9

前年差 △ 15,166 △ 11,334 △ 10,273 △ 12,000 △ 7,465 △ 8,473 △ 2,587 △ 4,157 △ 1,714 △ 5,011 3,439 3,929 △ 70,812

1,150,718 

1,328,555 

1,408,806 

1,554,206 
1,578,455 1,612,960 

1,000,000 

1,100,000 

1,200,000 

1,300,000 
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1,500,000 

1,600,000 

1,700,000 
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入院収益比較（18～23年度）
単位：千円

23目標 1,573,000千円

578,802 

653,102 653,363 

746,294 

693,653 
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外来収益比較（18～23年度）
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23目標 685,000千円
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 (2) 患者数・診療単価目標の達成状況の概要と評価 

入院についてみると、1日平均入院患者数は昨年度実績をさらに超え、病床利用率で 99％とほ

ぼ満床となりました。特に時間外休日で入院が必要となる救急患者の積極的な受け入れを病院方

針として院内で再確認するとともに、昨年度同様に夏～秋季にかけての医師体制を調整すること

で 1日平均入院患者数を高いレベルで維持することができました。 

入院診療単価については昨年度に引き続き、平成 23 年度目標の 27,500 円を上回ることができ

ました。これは入院につながる救急患者の受け入れ徹底に加え、比較的入院診療単価の高い血液

内科の医師加入や整形外科医によるリハビリテーションオーダーの増加、全身麻酔手術症例の大

幅な増加も影響しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２１年度 162.9 156.0 155.4 136.9 144.6 156.0 145.8 153.2 155.0 157.7 166.4 162.7

２２年度 155.8 146.3 163.5 165.6 150.7 147.9 152.9 152.0 156.4 159.6 168.6 167.5

２３年度 176.1 157.3 158.2 164.2 165.5 158.1 164.4 167.4 159.6 148.1 154.9 139.3
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180

入院患者数の推移（21～23年度）
単位：人

22・23目標 156.7人(97.3%) 

22実績 157.2人(97.6%)21実績 154.3人(95.8%)

21目標 148.7人(92.4%) 

23実績 159.4人(99.0%)
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（75.1%）
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（90.0%）

（95.8%）
（97.6%）

（99.0％）
目標 156.7人
（97.3%）

26,059

28,142

26,641

27,60427,514
27,648

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

27,500

28,000

28,500

18年度19年度20年度21年度22年度23年度

入院診療単価比較

（18～23年度）
単位：円

目標 27,500円
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外来についてみると、東日本大震災の影響により、1日当たり外来患者数が 4月から 9月まで

のおよそ 6ヶ月間は昨年度実績を平均 4%程度下回る結果となりました。10 月以降より 1日当た

り外来患者数が昨年度実績を上回る月もあり、平成 23 年度の 1日当たり外来患者数は昨年度実

績とほぼ同数程度まで回復することができました。 

外来診療単価については、前年度実績および目標を大きく下回る結果となりました。震災の影

響による紹介患者数の減少や肝臓専門医の退職によるインターフェロン患者の減少などが主な

要因です。 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

２１年度 294.4 314.8 291.7 304.4 283.1 318.8 329.6 367.2 340.5 328.3 306.6 301.6

２２年度 292.7 315.1 293.8 308.0 280.9 301.9 320.1 355.1 345.5 323.3 289.1 268.5

２３年度 288.4 298.9 280.8 294.6 274.5 294.8 329.8 357.2 366.1 311.5 302.0 296.6
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外来患者数の推移（21～23年度）単位：人
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目標 307.8人 21実績 314.2人

23実績 307.0人
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【評価】 

① 入院患者数は、目標値を達成しており大いに評価する。 

② 入院単価は目標値を超えているが、外来単価は目標値を下回っており今後の課題である。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 入院医療に重点を置き、外来医療については、地域医師会とのコミュニケ―ションと連

携強化が必要である。 

② 入院患者への必要な検査の実施などにより、入院単価の更なる増加に取り組むことを期

待する。 

③ 外来単価アップのための紹介患者受け入れに、より一層取り組まれることを期待する。 

④ 今年度の診療報酬改定は、病院の入院医療へのシフトが要求されており、外来医療の在

り方についての見直しが必要となる。 

 

 

(3) 医療機能に係る数値目標の達成状況の概要と評価 

救急患者数については、昨年度と同様に救急搬送断り事例の内容を検証しながら日勤帯の救急

搬送受け入れを徹底するとともに、震災の影響による近隣医療機関の機能分布を考慮しながら夜

間休日帯で入院を必要とする救急患者についても積極的に受け入れることで平成 23 年度目標を

大幅に上回る結果となりました。 

医療連携室の本格的な運用開始 3 年目にあたる今年度も引き続き開業医訪問を行っています

が、震災の影響により一時的に閉鎖を余儀なくされる診療所も多数あり、紹介患者数は昨年度実

績および平成 23 年度目標を大きく下回る結果となりました。 

手術件数については、当院外科への手術目的の紹介患者の確保といった外科医師の努力に加え、

麻酔科医の加入により、特に全身麻酔手術件数が昨年度を大きく上回る結果となりました。しか

しながら、現状として内科患者数が伸び悩んでいる状況であり、当院内科からの院内紹介による

外科手術件数の増加については今後も継続的な検討が必要な状況です。 

内視鏡検査件数については、昨年度と比較して外来患者数に変化がなく、紹介患者数が大きく

減少した中で昨年度実績を 100 件近く上回ることができましたが、平成 23 年度目標を達成する

には至りませんでした。昨年度実績を上回った要因としては、人間ドックの上部消化管検査にお

ける内視鏡検査への誘導や外来患者からの拾い上げを積極的に行ったことが挙げられます。 

放射線検査関係については、CT および MRI 使用患者数は年々増加傾向にありますが、平成 23

年度については震災の影響により紹介件数が大幅に減少しました。MRI については、23 年度に招

聘した常勤の整形外科医による院内オーダーが増加したこともあり、平成 23 年度目標を達成す

ることができました。 

 健診活動については、震災の影響により受診者が大幅に減少しましたが、脳ドックについては

ＰＲ活動の浸透や検査料の見直しにより受診者が大きく増加しました。 
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19実績 20実績 21実績 22実績 23目標 23実績 差
達成率
（％）

1 救急患者数（件） 577 689 883 1,160 1,000 1,354 354 135.4

救急患者受入の院内ルールの徹底
や救急隊との症例検討会の実施に
より順調に増加している。さらに、震
災以降、塩釜地区内の救急搬送件
数も増加している。

2 紹介患者数（件） 1,800 1,954 2,155 2,061 2,200 1,761 △ 439 80.0

3 （うちＣＴ・ＭＲＩ件数） 724 870 1,024 950 900 665 △ 235 73.9

4 手術件数（件） 310 261 398 351 300 418 118 139.3

5
（うち全身麻酔手術件
数）

253 197 236 217 210 259 49 123.3

6 内視鏡検査件数（件） 3,063 2,836 2,638 2,583 2,800 2,681 △ 119 95.8

7
内視鏡下手術件数
（件）

315 202 262 267 240 275 35 114.6

8 ＣＴ使用患者数（人） 2,666 2,642 3,303 3,424 3,700 3,451 △ 249 93.3

9 ＭＲＩ使用患者数（人） 1,414 1,649 1,954 1,966 1,800 1,975 175 109.7

10 人間ドック（件） 1,795 1,932 2,022 2,104 2,200 2,000 △ 200 90.9

11 脳ドック（件） 90 80 84 100 100 147 47 147.0

12 健康診断（件） 3,520 3,675 4,847 5,233 3,900 4,332 432 111.1

13
医療福祉相談件数
（件）

1,110 1,309 1,589 1,371 1,250 1,801 551 144.1
退院支援調整件数の増加により順
調に増加した。

14
訪問診療・看護報酬額
（万円）

2,739 3,047 4,400 4,518 3,500 3,967 467 113.3

ｈ23年度は震災の影響もあり、在宅
医療対象者が減少したが、専従医
師の招聘（11月）により訪問件数が
順調に増加してきている。

開業医への積極的訪問によるアピー
ルにより順調な増加を示してきた
が、震災以降、地域の医療機関から
の紹介件数が大幅に減少した。しか
し、放射線科として医局への診療科
別の件数報告を常時行うなどの院内
での働きかけを継続した効果と、常
勤整形外科医の招聘もあり、昨年よ
り件数が若干増加した。

担当医・事務職員の企業訪問、市民
公開セミナーの開催などによるＰＲ効
果で順調に増加していたが、23年度
は震災の影響により人間ドック・健康
診断の件数が大幅に減少した。ただ
し、脳ドックは、検査料の見直し（人
間ドックとの同時受診割り引き）によ
り、件数が大きく増加した。

項　　目 説　　明

紹介受け入れのマニュアル整備や
連携室職員による開業医への定期
的訪問により順調に増加してきた
が、平成23年度は震災の影響により
地域の医療機関からの紹介が大きく
減少している。

人間ドックでの内視鏡検査推進及び
外来フォロー中の症例からの拾い上
げにより件数が若干増加した。

外科医師の努力により順調に件数
が回復してきており、今後としては内
科から外科への手術症例の連携が
重要な課題となる。また、6月から常
勤の麻酔科医を招聘することができ
たので、全身麻酔件数も大きく増加
した。
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【評価】 

① 救急患者搬送受入件数は過去最高であり、公立病院としての役割・使命の観点から大い

に評価できる。 

② 外科の手術件数と内視鏡下手術件数の伸びは高く評価できる。 

③ 脳ドックの増加は大いに評価できるが、MRI 件数については、もう少し利用者の増加が

あってもよい。 

④ 震災後の影響と思われるが、紹介患者数が減少していることは問題である。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 内科から外科への院内紹介増を図ることが必要である。 

② 今後、地域の開業医と顔の見える関係を構築し、紹介患者数の増加を図るべきである。 

③ 入院医療・在宅医療・救急医療のさらなる強化を期待したい。 

 

 

 

(4) 財務に係る数値目標の達成状況の概要と評価 

今年度は昨年度と同様に救急患者を積極的に受け入れることなどにより、安定的に病床利用率

を高いレベルで維持することができ、結果として多くの項目で平成 23 年度目標を達成すること

ができました。 

病院改革プランでの最大の目標である経常収支での黒字化については、共済費や退職手当負担

金などの当初予定しない支出の増加がありましたが、これまで同様に収益増加策を継続したこと

により、震災による様々な影響や医療を取り巻く厳しい環境の下でしたが、病院開設以来初とな

る経常収支での黒字化を達成することができました。 

医業収支比率については、外来収益が昨年度および平成 23 年度目標を大きく下回りましたが、

血液内科医や整形外科医の加入と手術件数の増加により入院収益が過去最高となったこともあ

り、昨年度に引き続き改善傾向にあります。 

医業収支に対する職員の給与比率は、医業収益の順調な増加により当初目標を達成しています

が、外来収益の減少により昨年度を下回りました。安定した病院経営を行っていくためには 50％

を下回ることが必要です。 

不良債務比率については、平成 17 年度決算で 136.5％と全国実質ワースト 1 位となっており

ましたが、改革プランの取り組みにより平成 23 年度末では 3.4％まで改善しました。今後、予

定通り病院経営指標が目標を達成すれば平成 24 年度末には不良債務が解消される見込みです。 

また、平成 23 年度は材料費（医薬品費や診療材料費）や委託費などの精査を行い、費用軽減

策について検討を行いました。その結果、平成 24 年度以降は、平成 22 年度購入実績換算で医薬

品費は約 300 万円、診療材料費は約 400 万円、検体検査料は約 3000 万円の費用削減効果が得ら

れる予定です。 
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（１９年度を１００とした比率）（％）

19実績 20実績 21実績 22実績 23目標 23実績 差
達成率
（％）

1 経常収支比率（％） 90.8 94.2 99.7 97.9 100.4 100.1 △ 0.3 99.7

2 医業収支比率（％） 84.9 84.9 91.3 93.4 94.7 93.7 △ 1.0 98.9

3
職員給与費対医業収支
比率（％）

58.6 58.4 52.3 51.4 56.0 52.9 3.1 105.9
分母となる医業収益の増加により比率が改
善した。

4 病床利用率（％）
64.8
(80.1)

72.8
(90.0)

95.8 97.6 97.3 99.0 1.7 101.7
救急患者や震災時の受け入れにより患者数
が増加した。

5 不良債務比率（％） 97.4 17.1 10.6 8.1 3.1 3.4 △ 0.3 91.2 ほぼ計画どおりに達成した。

6
１日平均入院患者数
（人）

129.4 144.9 154.3 157.2 156.7 159.4 2.7 101.7
救急患者や震災時の受け入れにより患者数
が増加した。

7
１日平均外来患者数
（人）

309.8 304.9 314.2 306.9 307.8 307.0 △ 0.8 99.7
ほぼ計画どおり達成したが、震災以降患者
数が減少している。

8
入院患者数１人１日あ
たり診療単価（円）

28,142 26,641 27,604 27,514 27,500 27,648 148 100.5
手術件数などの増加により単価が上昇し
た。

9
外来患者数１人１日あ
たり診療単価（円）

8,605 8,818 9,815 9,302 9,150 8,315 △ 835 90.9
肝臓専門医師の退職によるインターフェロン
患者の減少により単価が減少した。

項　目 説　　明

医業収益が目標を上回ったが、費用のなか
で共済費や退職手当負担金など当初予定し
ない支出の増加により目標に達しなかった。
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【評価】 

① 震災直後の大変な状況下にも拘わらず、経常収支の黒字化を達成したことはすばらしい

ことであり、非常に高く評価してよい。 

② 不良債務比率も計画通り減少させ、不良債務の解消の見込みがついたことは大いに評価

できる。 

③ 病床利用率 99％は考えられないくらい高い利用率であり、今後は、そこまで利用率がい

かなくても成り立つような医療の質・診療内容の向上を図り、入院診療単価を上げるべ

きである。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 経常収支黒字を常態化することが、今後の大きな課題である。 

② 経営の数値が改善される喜びを職員全員で共有し、更なる前進を期待する。 

 

 

 

 

(5) 診療科別目標の達成状況の概要と評価 

入院については、全体では１日当たり入院患者数は平成 23 年度目標を達成していますが、昨

年度同様に内科が目標を下回っています。内科については内科医師 1名が長期間の病欠となった

ことが影響していることも考えられますが、根本的に院是や病院の患者受入れ方針が徹底できて

いないケースが未だに散見できることや内科医師 1 人当たりの受持ち入院患者数に偏りが認め

られることから、医師ヒアリングの実施や人事考課システムの導入を踏まえて内科の数値目標を

達成できるように努めるものとします。 

また、入院診療単価をみても内科については目標額に対する実績が低い状況です。このため、

内科の診療単価構成についてはレセプトデータなどを用いて精査を行い、診療単価の向上策を検

討する予定です。 

外来についても入院と同様に、1日当たり外来患者数や診療単価において内科の対応が課題と

なっていますが、これらは改革プランを策定したころから継続している課題と言えます。このた

め、平成 23 年度に引き続き、今年度も内科における収益向上策を経営健全化会議のメインテー

マとして位置付けるものとします。 

病院収益確保の問題には医師の存在・やる気が欠かせないことから、医師に対する人事考課シ

ステムの導入により、医師自らが目標管理できる環境を整備し、経営に対する参画意識や当院で

働くことへのモチベーション維持を促しながら、収益向上を図る予定です。 
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【評価】 

① 外科の実績を高く評価する。 

② 内科の診療体制の充実が望まれる。特に、入院患者数の増加・入院診療単価のアップが

必要であり、外来も患者数の増加が必要である。 

③ 医師の人事考課を採用することは有意義と考える。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 在宅医療の充実が大切である。そのためにはチーム医療、及び周辺機関との連携を図る

ことが必要である。 

② 医師の人事考課が行き過ぎないように配慮していただきたい。 

③ 常勤医となった整形外科は、更に延ばすことができれば、全体に良い影響を与えられる

と期待する。 

④ 定年退職した小児科医師に変わる小児科医の招聘が市立病院のみならず、地域医療を充

実させるために必要不可欠と思われる。 

達成率（％） 達成率（％） 一日 累計 一日 累計 一日 累計 達成率（％）

内科 88.0 82.4 △ 5.6 93.6 27,300 25,796 △ 1,504 94.5 2,396 876,936 2,126 778,115 △ 270 △ 98,821 88.7
小児科 2.5 1.4 △ 1.1 56.0 33,000 37,402 4,402 113.3 82 30,012 52 19,000 △ 30 △ 11,012 63.3
外科 25.0 30.5 5.5 122.0 48,800 47,326 △ 1,474 97.0 1,220 446,520 1,444 528,439 224 81,919 118.3

整形外科 3.0 8.0 5.0 266.7 21,500 24,158 2,658 112.4 65 23,790 194 71,097 129 47,307 298.9
眼科 0.2 0.0 △ 0.2 0.0 59,600 77,889 18,289 130.7 12 4,392 2 701 △ 10 △ 3,691 16.0

小計 118.7 122.3 3.6 103.0 31,900 31,198 △ 702 97.8 3,775 1,381,650 3,818 1,397,352 43 15,702 101.1
療養型 25.0 23.9 △ 1.1 95.6 13,200 16,201 3,001 122.7 329 120,414 387 141,465 58 21,051 117.5
Sステイ 13.0 13.2 0.2 101.5 14,900 15,392 492 103.3 193 70,638 203 74,143 10 3,505 105.0

小計 38.0 37.1 △ 0.9 97.6 13,800 15,913 2,113 115.3 522 191,052 590 215,608 68 24,556 112.9

156.7 159.4 2.7 101.7 27,500 27,648 148 100.5 4,297 1,572,702 4,408 1,612,960 111 40,258 102.6

達成率（％） 達成率（％） 一日 累計 一日 累計 一日 累計 達成率（％）

内科 179.5 160.8 △ 18.7 89.6 11,000 8,819 △ 2,181 80.2 1,956 477,264 1,420 346,508 △ 536 △ 130,756 72.6
小児科 44.0 49.3 5.3 112.0 4,000 4,252 252 106.3 175 42,700 210 51,225 35 8,525 120.0
外科 26.0 38.2 12.2 146.9 14,400 12,819 △ 1,581 89.0 373 91,012 489 119,330 116 28,318 131.1

整形外科 40.0 31.6 △ 8.4 79.0 3,800 6,288 2,488 165.5 151 36,844 198 48,264 47 11,420 131.0
訪問看護 63 15,372 98 23,932 35 8,560 155.7

小計 289.5 279.9 △ 9.6 96.7 9,425 8,625 △ 800 91.5 2,718 663,192 2,415 589,259 △ 303 △ 73,933 88.9
泌尿器科 2.0 3.2 1.2 160.0 7,700 8,448 748 109.7 15 3,660 27 6,547 12 2,887 178.9
耳鼻咽喉科 2.0 5.3 3.3 265.0 4,500 4,728 228 105.1 9 2,196 25 6,127 16 3,931 279.0
眼科 11.0 12.2 1.2 110.9 4,800 5,235 435 109.1 53 12,932 64 15,557 11 2,625 120.3
皮膚科 2.0 6.1 4.1 305.0 3,100 3,398 298 109.6 6 1,464 20 4,998 14 3,534 341.4
婦人科 1.3 0.3 △ 1.0 23.1 4,800 4,836 36 100.8 6 1,464 1 353 △ 5 △ 1,111 24.1

小計 18.3 27.1 8.8 148.1 4,900 5,098 198 104.0 89 21,716 137 33,582 48 11,866 154.6

307.8 307.0 △ 0.8 99.7 9,150 8,315 △ 835 90.9 2,807 684,908 2,552 622,841 △ 255 △ 62,067 90.9

常

勤

医

師

診

療

科

非

常

勤

医

師

診

療

科

総計

実績 差
目標 実績 差

【外来】

4/1～3/31
（診療日数244日）

一日当たり患者数比較（単位：人） 診療単価比較（単位：円） 収益比較（単位：千円）

目標 実績 差 目標

一

般

五

階

総計

目標 実績 差 目標 実績 差
目標 実績 差

【入院】

4/1～3/31
（診療日数366日）

一日当たり患者数比較（単位：人） 診療単価比較（単位：円） 収益比較（単位：千円）
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(1) 経営効率化の取り組みと評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取り組み状況の概要と評価 

○経営幹部へのヒアリングの実施
（9月13日～16日）

ｈ２３の取り組み・実績等

○組織体制の強化に向け、専従看護師
配置の検討

○救急隊との症例検討会の開催（10月
3日）
○救急事務担当と病院事務の打ち合わ
せ実施…月一回

7

8

項目

1

2

3

4

5

6

在庫管理手法の見直し
預託在庫の考え方による薬品管理ｼｽﾃﾑ
の導入により、無駄な在庫の排除・期
限切れによるﾛｽの解消を図った。

【意識改革】
組織体制
・組織風土
への取り組み

医療連携室
の機能強化

入院を必要とする二次救急患者を積極
的に受入れる方針を明確にした。

検査紹介症例の増加
地域医療連携の推進により紹介数が増
加。

【収入増加策】
積極的な救急患者
受入れ

医療連携室の役割・機能を明確にし、
委員会の設置や組織体制の強化を図っ
た。

【収入増加策】
地域医療連携強化
による紹介患者の
受入れ

意識調査や部門ﾋｱﾘﾝｸﾞを実施し、健全
化に向けた経営・診療方針を明確にし
た。また、病院長から現状打破に向け
た決意表明を行った。

経営方針・診療方針
の明確化

【費用削減策】
薬品管理ｼｽﾃﾑ
の導入

後発品の導入推進
療養病棟を中心に後発品を積極的に導
入し、薬品費の削減を図った。

医療の質向上と
ﾁｰﾑ医療の推進

【収入増加策】
総合診療科の設置

取り組みﾃｰﾏ ｈ２２までの取り組み内容

救急隊との情報共有
・技術向上

病院長が定期的に消防隊に出向き、受
け入れ方針を説明した。また、救急隊
との症例検討会を実施した。

救急患者受入れ方針
の確立

○開業医訪問件数…759件

医療福祉部により、在宅から入院、入
院から在宅への調整体制を確立した。
また、在宅患者のニーズを反映し、
ショートステイ受け入れの増加（10人
→13人）

在宅患者の入院
受入れ体制の整備

看護師・ｺﾒﾃﾞｨｶﾙなど
による連携活動推進

○救急患者数…1354件（目標1000件、
達成率135％）

他施設との
信頼関係構築

連携医訪問を行うとともに、連携医に
対して満足度調査ｱﾝｹｰﾄを実施した。
また、登録医制度を発足させた。

【収入増加策】
院内連携強化
の推進

【収入増加策】
医療の標準化推進
による質の向上

地域連携ﾊﾟｽ構築

○訪問診療体制強化のため非常勤医師
の招聘（11月から週2回の勤務体制）

○質の高い医療推進の徹底

ｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽの作成・運用領域の拡大によ
り、医療の質向上を図った。また、救
急搬送時に対応するために症例別パス
を作成した。（ｈ22．7．23～）

外来ﾊﾟｽの作成や医局への情報提供を
積極的に推進し、医療機器稼働の向上
を図った。【収入増加策】

高度医療機器
の稼働向上

院内への情報提供

総合診療科的機能
の整備

救急患者や新規患者対応のみならず、
再診患者への医療充実を図るため、総
合診療室を設置した。

○新規患者の増加（h21年1万2974人
→h22年1万4251人・ｈ23年1万4203人
）

○常勤整形外科医の招聘によるMRI稼
働率の増加

○震災の影響によりCT・MRI紹介件数
の減小（ｈ22年950件→ｈ23年665件）

○後発品使用率…療養病棟ほぼ
100％、全体で約21％

○卸業者との価格交渉を行い、薬品費
の減少を図った。
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【評価】 

① 職員の意識改革が進んできたことが一番大きい。医師・看護師・事務職及び他部門の職

員全員が収入増加策、費用削減策を考えて行動している。 

② 救急医療以外の診療機能の強化が必要である。 

③ 訪問診療体制強化のため非常勤医師を招聘するなど新たな取り組みも行われており、評

価できる。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 経営幹部が診療機能のさらなる強化について方針を確認し、そのための対策を実行する

ことが重要である。 

② 在宅医療のさらなる充実が重要である。 

③ 震災の影響により減少したＭＲＩ等の紹介件数向上に期待する。 

④ 材料費削減のため、ジェネリック薬品の積極的利用を図る必要がある 

 

 

 

 

 

取り組みﾃｰﾏ

職務職階制度に基づく適正な給与体系
を構築し、人件費の適正化を図った。

ｈ２３の取り組み・実績等

給与の独自削減

ｈ２２までの取り組み内容

市立病院への
路線ﾊﾞｽ乗り入れ

市役所職員全員の給与の独自削減を実
施した。（20年度12月期）【費用削減策】

人件費の圧縮
・適正化

市立病院玄関前まで乗り入れる新たな
路線ﾊﾞｽの本格運行を開始した。

○人事院勧告に基づき平均改定率△
0.23％の給与削減

新たな人事制度
・給与体系構築

○常勤医師の人事評価（試行）の実施
…ｈ24.2月

○市立病院前バス停乗降人数（h21年
3677人→h22年4423人→h23年4434人）
○仮設住宅からの乗り合いタクシー運
行開始（11月～）

【その他】
市職員の市立病院
利用の促進

市職員による市立病院
利用の促進

職場検診の市立病院利用を開始し、さ
らに人間ドック利用者の徹底を図っ
た。

○市職員人間ドック利用人数（h21年
106人→h22年129人→h23年135人）

【その他】
市立病院への
路線ﾊﾞｽ乗り入れ

市内各企業に
対しての利用周知

事業主検診や人間ドックの利用促進の
周知活動を病院レベルと個人レベルで
実施した。

○企業ドック利用人数（h21年1799人
→h22年2075人→ｈ23年2749人）

【その他】
市内企業への
市立病院利用周知

【その他】
高齢者医療に係る
行政との連携

高齢者医療に係る
行政との連携

市健康福祉部との協議を開始し、概ね
週一回の事務担当打ち合わせを実施し
た。

9

10

11

12

13

項目
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(2) 再編・ネットワーク化の取り組みと評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】 

① 継続的に体制を確立してきていることは、評価できる。 

② 政策医療としての療養病床利用率が９７.４％であるのは大いに評価できる。 

③ 院内広報の取り組みは素晴らしいものである。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 地域医療連携のため院外広報にもより一層取り組まれたい。 

② 地域連携活動の継続が結果につながることを期待する。 

③ 医師会からもバックアップしていただいているようなので、より一層連携されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の政策医療として療養病床（38床）
を維持している。

一般病床数の削減
平成21年4月1日から一般病床161床か
ら123床へ削減した。(38床の削減)

診療機能の
明確化

取り組みﾃｰﾏ ｈ２２までの取り組み内容

診療機能の明確化
消化器系内科・外科を中心とする急性
期病院としての取り組みを行ってい
る。

療養病床数の維持

病院職員への
認知活動の推進

「経営健全化会議ニュース」41回発行
（第1号～41号）

○「経営健全化会議ニュース」18回発
行（第42号～59号）

連携医訪問を行うとともに、連携医に
対して満足度調査ｱﾝｹｰﾄを実施した。

院内での医療連携
活動の推進

体制整備とともに院内の運営ﾙｰﾙやﾏﾆｭ
ｱﾙ整備を行った。

○公開セミナー5回開催（6月、8月、
10月、12月、2月）

市民や救急隊などへの
情報提供

公開セミナーを開催し市民への情報提
供を行った。

連携体制の構築
○内科と外科のカンファレンスを定期
的に開催（毎週木曜日開催）

院外での医療連携
活動の推進

1

2

3

項目

病床数のダウンサ
イジング
（199床→161床）

○院外広報誌（いんふぉめーしょん）
2回発行

○療養病床利用率の向上
（h21年89.7％→h22年92.1％→h23年
97.4％）

○一般病床利用率の向上
（h21年97.7％→h22年99.3％→h23年
99.5％）

○常勤医師の招聘による診療機能の強
化…整形外科(4/1)、麻酔科(6/1)、内
科(7/1)

ｈ２３の取り組み・実績等
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(3) 経営形態見直しの取り組みと評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】 

① 全適で充分経営改善してきており、今後も全適を継続すべきと考える。 

② 給与体系の見直しを行うなど、全適のメリットが生かされている。 

③ 職員のモチベーションを上げるような給与体系の見直し（勤勉手当の３月支給）が有効

と考える。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 現場に意思決定者がいる事が大切である。 

② 全適のメリットを生かした経営に今後も努められたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

項目

事業管理者の選任
病院開設者（市長）による病院事業の
経営責任者である事業管理者の選考を
行い、平成22年4月1日付で選任した。

条例の一部改正
および新設

平成21年12月定例会及び22年2月定例
会へ市条例の改正や新設の手続きを進
め、平成22年4月から全適に移行し
た。

○平成23年度決算の黒字見込みに伴
い、勤勉手当0.55月分を3月に支給し
た。

給与体系の見直し

全適移行に併せ、病院事業の経営状況
などを考慮した給与体系づくり（職員
ボーナスのうち勤勉手当の3月支給
化）を行った。

地方公営企業法
全部適用への移行
に向けた制度整備

取り組みﾃｰﾏ ｈ２２までの取り組み内容 ｈ２３の取り組み・実績等
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(4) 公開セミナーの開催状況と評価 

 

 開催日時 担当科 タイトル 説明者 

第１１回 
６月２５日（土） 

１３時３０分～ 
内 科 消化器の病気について 高野医長 

第１２回 
８月２７日（土） 

１３時３０分～ 
小児科 これって病気？育児の疑問あれこれ 新井診療部長 

整形外科 骨粗しょう症による背骨の骨折について 横田診療部長 
第１３回 

１０月１５日（土） 

１３時３０分～ 
市立病院改革プランｈ22 年度の取組状況について 鈴木経営改革室長

第１４回 
１２月１０日（土） 

１３時３０分～ 
内 科 貧血のはなし 佐々木医長 

第１５回 
２月２５日（土） 

１３時３０分～ 
外 科 腹痛のはなし 金子医長 

 

【評価】 

① 年 5回と回数多く開催しており、かなり努力している。今後も続けていただきたい。 

② セミナーを継続的に開催していることは大いに評価できる。 

③ 各科のセミナーが行われ、バラエティに富んでいる。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 市民が希望する講演内容であることと、塩釜医師会の後援を得ることが必要である。 

② 市民への情報提供・意識啓発、市立病院が市民に身近な存在と感じられるためにも、継

続されることを希望する。 

 

 

 

(5) 医師数の推移状況と評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ｈ19年度末】 （単位：人） 【ｈ20年度末】 （単位：人） 【ｈ21年度末】 （単位：人）

内　科 11 内　科 10 内　科 11

外　科 3 外　科 4 外　科 4

小児科 1 小児科 1 小児科 1

麻酔科 1 麻酔科 1 麻酔科 1

整形外科 (1) 整形外科 (1) 整形外科 (1)

計 16 計 16 計 17

＊(  )は非常勤医師、研修医除く
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※23 年度の医師推移状況 

   ○22 年度末  副院長（内科）定年退職  △１名 

   ○4月～   整形外科医、内科医招聘  ＋２名 

   ○6月～   麻酔科医招聘  ＋１ 

   ○7月～   内科医招聘   ＋１ 

   ○8月末   内科医退職  △１ 

   ○9月～   内科医招聘  ＋１ 

○11 月～   整形外科非常勤医師 → 週 1回の応援医師へ 

          訪問診療専従の非常勤医師の招聘 

 

【評価】 

① 常勤医師数 17 名は、一般病床 123 床、療養病床 38 床としては、充足していると考えら

れる。今後も安定的な医師招聘を図っていただきたい。 

② 医師招聘が困難な時期に麻酔科医・整形外科医を招聘したことは評価される。 

 

【今後さらに期待する事項など】 

① 東北大学病院との連携を深め、非常勤でも来てもらうことが必要である。 

② （困難でしょうが）小児科の常勤医師招聘について努力していただきたい。 

③ 内科医の招聘にさらなる努力を期待したい。 

④ 勤務医の顔をみえる努力をしていただきたい。 

【ｈ22年度】 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内　科 10 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9

外　科 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

小児科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

麻酔科 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

整形外科 (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

計 16 16 15 15 14 14 14 14 14 14 14 14

＊(  )は非常勤医師、管理者（内科）含む

【ｈ23年度】 （単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内　科 9 9 9 10 10 10 10 10 10 10 10 10

外　科 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

小児科 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

麻酔科 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

整形外科 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1(1) 1 1 1 1 1

計 15 15 16 17 17 17 17 17 17 17 17 17

＊(  )は非常勤医師、管理者（内科）含む
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(1)収益的収支の概要  

 医業収益は、約３９００万円計画を上回りました。内訳として、入院収益が患者数や診療単価

が増加したこと、その他収益として、予防接種や企業健診等が計画を上回ったことによります。

しかし、外来収益は肝臓専門医師の退職及び震災による影響により大きく減少しました。 

 医業費用は、約７０００万円計画を上回りました。内訳として、職員給与費で共済費の増加が

あったものの人事院のマイナス勧告による給与の減少や嘱託職員に係る人件費が減少し、さらに、

外来収益減に伴い薬品費等の診療材料が大きく減少しました。また、支払利息で一時借入金の利

息の減少により計画を下回りました。一方、応援医師報酬やパート賃金、退職手当負担金の増加

などにより、経費が計画を上回りました。 

 この結果、経常収支では約３００万円の黒字となり、震災の影響があったものの改革プラン最

大の目標を達成することができました。また、純損益では約２億６０００万円の利益、現金収支

は約１億１８００万円の黒字を確保しました。これにより、不良債務額は２億５４０万円から８

７３０万円までに圧縮し、不良債務比率は３．４％となりました。 

 

(2)資本的収支の概要  

 平成２３年度は震災で被害を受けた病棟壁等のひび割れ補修工事やＭＲＩ室電波シールド改

修工事、さらに環境省の補助事業を活用した太陽光発電パネル設置工事やＬＥＤ照明への切換え

工事などを実施しました。これらの事業に伴い、収入では約３０８０万円、支出では約４０００

万円計画を上回りました。 

差引、約２億１１０万円の損失ですが、収益的収支での利益を補てん財源として充当し、ほぼ

計画通りの収支状況となりました。 

 

(3)一般会計繰入金の概要  

 当初計画分は救急医療や不採算医療に係る繰入金が基準に基づく増減があるものの、総額の変

更はなく、特例債支払利息の確定による繰入金の減少のみで計画通りの繰入金となっています。 

 さらに今年度は、当初計画では予定していなかった耐震工事や環境省の補助事業などに係る約

６５００万円の繰入金が新たに加わっています。 

 

(4)決算の推移（平成 12 年度～平成 23 年度）の概要  

 市からの不良債務解消繰入金６５００万円を除いた現金収支は約５３００万円の黒字となり、

３年連続の黒字決算となりました。  

平成１７年度は全国実質ワースト１位の経営状況でしたが、改革プランの取り組みにより収支

が大きく改善し、平成２３年度は病院開設以来初の経常収支での黒字化を達成しました。 

 

３ 平成 23 年度の収支計画と決算の概要及び所見 
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(1) 収益的収支                           （単位：千円） 
        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20年度決算 21年度決算 22年度決算 23年度計画 23年度見込 計画との増減 説　　明

１. ａ 2,281,293 2,562,589 2,537,099 2,470,168 2,509,424 39,256

(1) 1,408,806 1,554,206 1,578,455 1,572,871 1,612,960 40,089 患者数及び診療単価の増加

(2) 653,365 746,295 693,653 684,797 622,841 △ 61,956 診療単価の減少

(3) 219,122 262,088 264,991 212,500 273,623 61,123 予防接種・企業健診等の増加

101,000 124,500 119,430 95,600 119,430 23,830 救急医療に対する繰入金が増加

２. 341,236 308,645 190,775 232,910 232,716 △ 194

(1) 324,000 289,447 174,450 210,075 204,124 △ 5,951
高度医療に係る経費の減少及び特例債
支払利息の確定により減少

(2) 2,827 2,794 59 3,000 8,830 5,830
地域医療再生補助金（在宅医療分）の

増加

(3) 14,409 16,404 16,266 19,835 19,762 △ 73

(A) 2,622,529 2,871,234 2,727,874 2,703,078 2,742,140 39,062

１. ｂ 2,688,498 2,808,274 2,715,568 2,607,126 2,677,182 70,056

(1) c 1,333,341 1,339,496 1,303,007 1,382,332 1,328,811 △ 53,521
人事院のマイナス勧告及び嘱託職員に

係る給与費の減少

(2) 508,506 603,996 525,538 504,856 440,049 △ 64,807 外来収益の減少に伴う薬品費の減少

(3) 765,174 796,479 824,678 662,551 846,349 183,798 応援医師報酬、退職手当負担金の増加

(4) 76,248 63,502 58,305 52,097 57,137 5,040 ｈ22耐震補強工事に伴う増加

(5) 5,229 4,801 4,040 5,290 4,836 △ 454

２. 96,569 71,299 71,056 86,470 61,786 △ 24,684

(1) 49,907 20,727 17,761 37,753 14,767 △ 22,986 一時借入金利息の減少

(2) 46,662 50,572 53,295 48,717 47,019 △ 1,698

(B) 2,785,067 2,879,573 2,786,624 2,693,596 2,738,968 45,372

(C) △ 162,538 △ 8,339 △ 58,750 9,482 3,172 △ 6,310

１. (D) 476,126 262,389 266,624 266,659 268,768 2,109

470,000 257,867 259,219 256,959 260,581 3,622 特例債償還元金の確定により増加

２. (E) 28,884 8,093 11,259 13,000 12,081 △ 919

(F) 447,242 254,296 255,365 253,659 256,687 3,028

284,704 245,957 196,615 263,141 259,859 △ 3,282

(G) 5,107,989 4,862,032 4,665,417 4,988,865 4,405,559 △ 583,306

(ｱ) 519,460 572,417 570,738 444,885 598,655 153,770
未収金・貯蔵品（災害備蓄用薬品）の増

加

(ｲ) 909,655 845,145 776,138 521,938 685,936 163,998 未払金・一時借入金の増加

　 700,000 600,000 550,000 346,867 450,000 103,133

(ｳ) 0 0 0 0 0 0
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(B)
(ｵ)
ａ

ａ

ｂ

c
a

(H)
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善
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77,053205,400
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地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額

3.1
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0.9
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務

0

56.9
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56.0

36.1

52.3

1,458,661

0

3.1

35.2

883,415

52.9
給与費の減少及び分母となる医業収益

の増加により比率が改善

100.1

93.7

0

10,228

△ 0.394.2

17.1

84.9
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10.6
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(2) 資本的収支                          （単位：千円） 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(3) 一般会計繰入金                        （単位：千円） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20年度決算 21年度決算 22年度決算 23年度計画 23年度見込 計画との増減 説明

１. 1,378,800 2,900 40,800 0 100 100 病棟災害復旧工事分

２. 5,000 15,148 134,081 138,300 167,773 29,473
太陽光発電・ＬＥＤ照明工事分の繰入金

増加

３. 10000 35,877 35,000 35,000 35,335 335 病棟災害復旧工事分の繰入金増加

４. 0 305 90,543 0 894 894 病棟災害復旧工事分の国庫補助金

(a) 1,393,800 54,230 300,424 173,300 204,102 30,802

(c) 0 0 0 0 0 0

(A) 1,393,800 54,230 300,424 173,300 204,102 30,802

１. 4,999 18,354 139,169 10,000 46,330 36,330 太陽光発電・ＬＥＤ照明工事分

２. 0 0 126,255 128,273 128,273 0

３. 10000 35,876 35,000 35,000 35,000 0

４. 0 192,866 194,219 191,959 195,581 3,622 特例債償還元金の確定により増加

(B) 14,999 247,096 494,643 365,232 405,184 39,952

(C) 1,378,801 △ 192,866 △ 194,219 △ 191,932 △ 201,082 △ 9,150

１. 0 192,866 194,219 191,932 201,082 9,150

２. 0 0 0 0 0 0

３. 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0

(D) 0 192,866 194,219 191,932 201,082 9,150

(E) 1,378,801 0 0 0 0 0

(E)－(F) 1,378,801 0 0 0 0 0

0

利 益 剰 余 金 処 分 額

企 業 債 償 還 金

建 設 改 良 費

支
　
　

出

0

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他会計負担金・補助金

　　 年 度
 区 分

収
　
　

　
　
　
　
入

(b)

(F)

損 益 勘 定 留 保 資 金

他会計長期借入金返還金

病 院 特 例 債 償 還 金

支 出 計

そ の 他

収 入 計

0 0

補
て
ん

財
源

　　差　引　額　(Ａ)－(Ｂ)

純計(a)－{(b)＋(c) }

0

0

計

当 年 度 許 可 債 で 未 借 入
又 は 未 発 行 の 額

0

0

0

0

そ の 他

う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

支 出 の 財 源 充 当 額

　　補てん財源不足額　(Ｃ)＋(D)

繰 越 工 事 資 金

実 質 財 源 不 足 額

0

前年度許可債で当年度借入分

0

20年度決算 21年度決算 22年度決算 23年度計画 23年度見込 計画との増減 説明

277,701 310,995 343,966 326,100 354,610 28,510 救急医療に係る経費の増加

162,299 109,010 76,034 93,900 65,390 △ 28,510 不採算医療に係る経費の減少

440,000 420,005 420,000 420,000 420,000 0

0 201,957 202,181 215,934 202,181 △ 13,753 特例債支払利息の確定により減少

320,000 65,000 65,000 65,000 65,000 0

0 35,877 35,000 35,000 35,000 0

150,000 0 0 0 0 0

470,000 302,834 302,181 315,934 302,181 △ 13,753

910,000 722,839 722,181 735,934 722,181 △ 13,753

0 0 0 0 33,999 33,999 太陽光発電・ＬＥＤ照明工事分

0 0 0 0 728 728 ｈ22耐震補強工事の企業債元利償還金

0 0 0 0 335 335 病棟災害復旧工事分

0 0 0 0 30,000 30,000 災害備蓄用薬品購入分

0 0 0 0 65,062 65,062

繰
入
金

内
訳

787,243

　　 年 度

910,000 722,839

 区 分

51,309722,181①＋②一 般 会 計 繰 入 金 735,934
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環 境 省 補 助 事 業 分
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災 害 復 旧 事 業 分

災 害 備 蓄 事 業 分

基 準 内 繰 入 金
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(4) 決算の推移（平成 12 年度～平成 23 年度） 
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【平成２３年度決算状況を踏まえての所見】 

① 改革プランの当初予定通り経常収支黒字を達成したことは、大変すばらしいことであり、

職員が一丸となり様々な取り組みをした結果。 

② 大震災後の状況及び厳しい医療状況を考えれば最大限の評価を与えたい。 

③ 災害による他医療機関が復興していない状況で対震補強を終了し、病院の機能が不十分

とはいえ発揮できたことだけでなく、職員のインセンティブ、ドック・健診事業の実施

増が時宣を得ていたといえる。 

④ 病院開設以来、初めての経常収支黒字化を実現したことは素晴らしい。今後は、さらな

る黒字額の増加を期待する。 

⑤ 病院開設以来初の経常収支黒字達成、実質ワースト 1位であった不良債務比率の改善な

ど、病院関係職員の方々のご努力と、それをバックアップした市の姿勢に敬意を表した

い。  

⑥ 今後もこの方向性を維持・発展され、さらに飛躍されることを期待する。               
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(1) 期待される地域医療の役割を果たしているか 

① 救急医療、在宅医療等、充分に市立病院としてその役目を果たしている。 

② 特に、救急患者受入件数が顕著に増加していることは住民や救急隊に安心感を与え、市

立病院として期待される役割をしっかりと果たしている。 

③ 救急患者を受け入れ、手術件数の増、脳ドックの増と大きな役割を果たしている。 

④ 地域医療になくてはならない存在として、まわりから少しずつ評価をされていると感じ

る。医師会との連携を大切にして、これからも高齢者にやさしい医療を続けて欲しい。 

⑤ 管内医療機関との協動により、地域医療における「ワークシェア」を図ることが大事で

ある。 

⑥ 200 床未満の中規模病院としてよく健闘している。 

  

 

(2) 総合的に積極的に経営改善に取り組んでいたか 

① 収益増加策、経費削減策、公開セミナー等を通じて市民へのアピールを行い、積極的に

経営改善に取り組んでいる姿勢がみられる。 

② 職員の意識が地域の総合医療を担う公立病院の使命を理解するようになってきたこと

が大きい。 

③ 病院職員が一丸となって取り組んでいると感じられる。 

④ 掲げた目標を概ね達成しており、積極的に経営改善に取り組んでいると感じられる。 

⑤ 紹介患者、ＣＴ・ＭＲＩ検査の増加を期待したい。 

⑥ 在宅医療もさらに充実させ、今後の医療制度に対応していただきたい。 

 

 

(3) その他改革プランに対する総合的な所見 

① 公立病院改革プランは経営の効率化（黒字化）を果たすことが、一番の目標になってお

り、診療内容よりも数字が重視され、綱渡り的な慌ただしい診療となっている。本来な

らベッド稼動率 90％程度で収支均衡となるよう、給与体系・繰入金等を含め改革プラン

を見直す必要もある。 

② 塩釜地区の医療・保健・福祉全体が有機的に効率的に実施されることを期待する。 

③ 市立病院は本来なら中核的支援病院として機能することが望ましい。 

④ 在宅医療のさらなる充実や地域の開業医との連携強化を期待する。 

⑤ 3 年間のとり組みで弱点も見えているので、その弱点を重点的に改善すれば今迄の努力

の維持は可能と思われる。 

⑥ 消費税増税になった場合を考え、更に経営基盤を強化していただきたい。 

４．総合的な所見 
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（順不同 敬称略） 
 

 委 員 名 職 名 等 備  考 

１ 本郷 道夫 
公立黒川病院事業管理者 
東北大学名誉教授 

委員長 

２ 横山 義正 宮城県塩釜医師会会長 副委員長 

３ 鳥越 紘二 宮城県塩釜医師会副会長  

４ 松田  茂 宮城県保健福祉部医療整備課長  

５ 鹿野 和男 宮城県塩釜保健所所長  

６ 高橋 俊宏 
（財）宮城県成人病予防協会顧問 
元みやぎ県南中核病院事務部長 

 

７ 須藤三枝子 市民代表（看護師）  

８ 内形 繁夫 塩竈市副市長  

９ 伊藤 喜和 塩竈市立病院事業管理者兼院長  
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